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論文内容の要旨

合金結晶中の原子配列に於ける微細構造を X線回折，電子線回折及び高分解能電子顕微鏡を用いて

研究した。

六方調密構造を持つ固溶体合金のうち C 相Ag-Al 合金の，短範囲規則性に起因する散漫散乱を精密

に測定し，この合金特有の逆格子空間内強度分布を見出した。この強度分布より，短範囲規則を決定

した。又この強度分布が，合金の組成に依存して変化することを見出し，散漫散乱が，このフェルミ

面の映として説明できることを示した。一方面心立方構造を持つ固溶体合金のうち，短範囲規則性に

よる散漫散乱が，フェルミ面の映で説明できるいくつかの合金系に対し，その合金の不規則状態にお

ける原子配列のモデルを提案した。それは CuAu II 型構造を基とした原子配列である。

ラーベス相と呼ばれる金属間化合物は，積層構造として理解すると分りやすく， しかもこの合金の

性質の説明に役立つ。 Mg を基にしたラーベス相の高分解能電子顕微鏡による格子像の撮影に成功し，

そのコントラストとこの結晶構造(層の積み重なり方)が，対応することを明らかにした。この対応

を利用して，この構造特有の構造欠陥のまわりの原子配列を明らかにすることができた。さらに6000

A ，層の積み重ねで言うと 1500層，におよぶ積層の非常に乱れた領域の積層順序をも知ることができ，

一見不規則に積み重なっているように見える積層構造の中に，数100A におよぶ層間の相関が存在し

ていることが分った。

高分解能電子顕微鏡による格子像(あるいは構造像と呼ぷこともある)の研究により今まで知り得

なかったラーベス相合金の特徴ある局所的原子配列が解明された。
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論文の審査結果の要旨

本論文は合金結晶中の原子配列における微細構造を X線回折の散漫散乱，および高分解能電子顕微

鏡による格子像を用いて研究したものである。 t 相 Ag-Al 合金の短範囲規則配列に起因する散漫散

乱の測定は六方品系に関するものとして本研究が初めてであり，合金濃度依存性を明らかにしたのも

最初である。面心立方晶で短範囲規則度を示す Cu-Pd, Cu-Al, Au-Pd など一連の合金についても

研究し，その不規則状態における原子配列の新しいモデルを提案し，従来の考えを訂正した。また

Mg を基にしたラーベス相とよばれる金属間化合物の積層構造の電子顕微鏡による格子像の撮影に成

功し，コントラストと原子面の積み重なり順序との対応を発見し，電子顕微鏡像を直視して，そのま

ま原子配列の微細構造を決定できる新しい手法を開拓した。本論文はこれらの現象の発見とその解析

を一貫した思想と技法で、取扱った価値あるもので，学位論文に十分値する。
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